
１　東京都中央卸売市場(平成28年5月)の青果物取扱について
○

○

○

野菜+果物 野菜 果物 野菜+果物 野菜 果物 野菜+果物 野菜 果物

161,218 135,132 26,086 24,591 21,547 3,044 27,370 26,278 1,092

155,743 129,348 26,394 22,805 20,148 2,657 25,786 24,929 857

(104) (104) (99) (108) (107) (115) (106) (105) (127)

168,086 139,172 28,914 23,988 21,156 2,833 26,779 25,991 789

(96) (97) (90) (103) (102) (107) (102) (101) (138)

46,586 35,009 11,576 6,367 4,944 1,423 4,862 4,471 391

47,406 35,812 11,594 6,692 5,356 1,336 5,022 4,673 349

(98) (98) (100) (95) (92) (107) (97) (96) (112)

42,785 31,780 11,005 5,541 4,314 1,227 4,298 4,017 281

(109) (110) (105) (115) (115) (116) (113) (111) (139)

1～5月 年間計 年間比 1～5月 年間計 年間比 千葉 北海道 青森

783,042 97,758 14.5% 7.6% 4.6%

788,806 1,997,926 39.5 91,791 221,203 41.5 13.8% 7.1% 4.7%

99 107

809,194 2,021,004 40.0 92,503 225,587 41.0

97 106

234,897 24,910 9.0% 3.0% 5.6%

233,844 566,432 41.3 24,235 56,594 42.8 8.9% 2.8% 5.3%

100 103

217,654 529,658 41.1 21,519 52,304 41.1

108 116

《参考》
平成27年実績
(1～12月計)

茨城県農産物販売推進東京本部情報

平成28年 6月

青果物の入荷量は，市場全体では平年比 96％であった。茨城はキャベツ、ネギ、メロン類の増加によ
り同103％，千葉はニンジン、大玉スイカの増加により同102％だった。

販売金額は、市場全体では野菜がニンジン、キュウリ等の果菜類の単価高から平年比110％，果実はメ
ロン類、スイカ類の取扱量増加により同105％，青果計では同109％であった。茨城は，ネギ、キャベ
ツ、キュウリ等の単価高により同115％、千葉は同113％であった。

茨城県の1～5月計の青果物入荷量は平年比106％(シェア12.5％)，取扱金額は同116％(シェア10.6%)と
なった。

東京都中央卸売市場における青果物取扱数量及び金額(平成28年5月単月)

5月
市場計 ※2 茨城 千葉

数
量

　H28

　H27

 (前年比)

　平年値※1

 (平年比)

金
額

　H28

　H27

 (前年比)

　平年値※1

 (平年比)

(単位：t，百万円，％)

東京都中央卸売市場における青果物取扱数量及び金額(平成28年1～5月計)

市場計 ※2 茨城 他県のシェア(1～5月計)

数
量

　H28 ←シェア(12.5%)

　H27

　(前年比) 　シェア(11.6%)

　平年値※1

　(平年比) 　シェア(11.4%)

金
額

　H28 ←シェア( 10.6%)

　H27

　(前年比) 　シェア( 10.4%)

　平年値※1

　(平年比) 　シェア( 9.9%)

(単位：t，百万円，％)

※1：平年値は平成22,24,25,26,27年の5ヵ年平均。
※2：市場計は東京都中央卸売市場における総計を表
す。

 茨城県：金額シェア(10.0%)，数量シェア(11.1%)
 千葉県：金額シェア( 8.0%)，数量シェア(11.7%)
 北海道：金額シェア( 6.2%)，数量シェア(11.8%)
 青森県：金額シェア( 6.0%)，数量シェア( 5.6%)



２　東京都中央卸売市場（平成28年5月単月）の茨城産青果物主要品目の取扱高

前年比％ 平年比％
平年比％
(全国）

前年比％ 平年比％
平年比％
（全国）

前年比％ 平年比％

1,664 127 137 95 527 100 124 139 877,182 127 169

1,911 105 99 101 388 93 115 114 741,454 98 115

5,310 113 91 96 58 41 83 85 308,135 46 80

1,181 108 110 106 230 117 120 118 271,628 127 133

2,427 138 156 93 104 65 100 105 251,726 90 156

1,658 74 67 106 152 83 103 99 252,441 62 69

21,547 107 102 97 229 100 112 113 4,943,787 92 115

1,990 117 105 105 482 92 109 103 959,022 108 116

804 120 124 113 338 91 109 112 272,022 110 135

3,044 115 107 90 468 100 107 116 1,423,288 107 116

・ネギ

・ピーマン

・はくさい

・きゅうり

・キャベツ

・レタス

・メロン類

・すいか類

※平年比は、平年値に対する本年値の割合を表す。
（平年値は平成22,24,25,26,27年の5ヵ年平均値）

　野菜類の入荷量は約2万1千5百トン（前年比107％，平年比102％），価格は229円/kg（前年比100％，平年比112％）。
  果実類の入荷量は3044トン（前年比115％，平年比107％），価格は468円/kg（前年比100％，平年比107％）。

品目
数量 t 価格 円／㎏ 金額 千円

野菜

ネギ

ピーマン

はくさい

きゅうり

キャベツ

レタス

野菜類計

果実

メロン類

すいか類

果実類計

気温高と定期的な降雨により、生育が進み肥大傾向にあることから茨城県産は5月上中旬の入荷量増加により平年比137％と多かった。しかし、関東主産地である埼玉（前年
比89％）、群馬（同55％）さらに中国産（同42％）が少なかったことにより市場全体では95％と平年より少なかった。価格は、市場全体の入荷量が平年よりやや少ないことから堅
調に維持され、茨城県産は前年比100％、平年比124％、金額についても前年比127％、平年比169％と高かった。

5月の気温高により樹勢の回復が早まったことから茨城県産入荷量は平年比99％と平年並であった。市場全体でも平年比101％とほぼ平年並の入荷量であった。価格は、中
下旬に緩やかに上昇し、茨城県産は前年比93％、平年比115％、金額は前年比98％、平年比115％となった。

気温高及び日照量に恵まれ、肥大が順調に進み、茨城県産は中旬に大玉、下旬に小玉を中心に入荷量が大幅に増加し、平年比124％と多く、市場全体でも平年比113％と
多かった。前進出荷による入荷量増加から、前年と比べて価格はやや下がったものの前年比91％、平年比109％と堅調に推移し、金額は前年比110％、平年比135％と高かっ
た。

　　★詳細は、茨城県農産物販売推進東京本部　ホームページ「市場情報（青果物）」をご覧ください
　　　　　http://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/toryuse/data.html

生育の前進化により4月から続いていた入荷量の増加が5月上中旬で一旦落ち着いたことから、茨城県産の5月全体での入荷量は平年比9１％と少なく、市場全体でも、平年
比96％と平年を下回る入荷量だった。価格は、入荷量減に加え需要による引き合いが強まり高騰した前年と比べて低く、茨城県産は前年比41％、平年比83％。金額は、価格
安の影響から、前年比46％、平年比80％と低かった。

気温高及び十分な日照量により、促成、半促成ともピーク終了時ではあるものの生育は良好で、茨城県産入荷量は平年比110％と多く、市場全体でも平年比106％と多かっ
た。価格は、中旬に緩やかに低下したが、下旬に持ち直したため、月間を通して高く、茨城県産は前年比117％、平年比120％、金額は、前年比127％、平年比133％と高かっ
た。

気温高により結球、肥大が早まり、4月下旬から5月中旬にかけて前進出荷となった影響から茨城県産の入荷量は平年比156％と多かったが、群馬（前年比50％）及び関東以
西の入荷量が少なかったことから、市場全体では平年比93％と少なかった。価格は、入荷量が前年を大幅に上回ったことから下げ基調となり、茨城県産は前年比65％、平年
比100％、金額は、入荷量が多いことから、前年比90％、平年比156％となった。

春レタスの前進出荷により、4月の入荷量が増加した反動から、茨城県産の5月の入荷量は平年比67％と少なかった。市場全体では、後続産地（高原）の長野、群馬からの入
荷量が潤沢であったことから平年比106％と平年並。市場全体の入荷量に大きな増減が見られなかったことから価格は安定し、茨城県産は前年比83％、平年比103％。金額
は、入荷量減の影響により前年比62％、平年比69％となった。

　　(果実）
茨城県産入荷量は、5月は平年比105％、全国平年比105％と平年よりやや多い程度に留まった。価格は、入荷量減による価格高騰が見られた前年を下回るも堅調に推移し、
茨城県産は前年比92％、平年比109％。金額は、前年比108％、平年比116％となった。


